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宮
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正

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
決

意
を
胸
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
急
激

な
円
高
や
デ
フ
レ
の
進
行
が
続
く

な
ど
、
全
体
と
し
て
回
復
力
は
弱

く
、
と
り
わ
け
、
地
方
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
商
工
会
地
区
に
お
い
て

も
、
中
心
部
と
周
辺
の
地
域
間
格

差
も
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
特
に
、

過
疎
化
・
高
齢
化
に
悩
む
地
域
の

疲
弊
は
大
き
く
、
経
済
活
動
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
商
工
会
法
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
五
十
周
年
と
い
う
節
目

の
年
に
あ
た
り
、
商
工
会
法
施
行

五
十
周
年
記
念
式
典
を
本
会
で
は

十
月
二
十
九
日
に
開
催
、
ま
た
全

国
連
で
は
、
十
一
月
二
十
六
日
に
東

京
・
日
本
武
道
館
で
、
天
皇
・
皇

后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
全

国
の
商
工
会
員
・
青
年
部
員
・
女

性
部
員
合
わ
せ
て
約
九
千
人
参
加

の
も
と
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
商
工
会
法
施
行
五
十

周
年
を
契
機
に
、「
商
工
会
は
行
き

ま
す
聞
き
ま
す
提
案
し
ま
す
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
創
設
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
経
営
支
援
機
能

の
強
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
地
域

の
事
業
者
や
住
民
に
と
っ
て
真
に

頼
り
と
な
る
商
工
会
と
な
る
べ
く
、

次
の
五
十
年
に
向
け
新
し
い
第

一
歩
を
踏
み
出
す
年
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
会
で
は
県
下

全
職
員
に
よ
る
徹
底
し
た
巡
回
訪

問
を
実
施
し
、
会
員
事
業
者
と
商

工
会
と
の
意
味
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
商
工
会
事
業

へ
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
す
と
と
も
に
、
経

営
環
境
の
変
化
に
積
極
的
に
挑
戦

し
、
乗
り
越
え
て
い
か
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。昨
年
は
、栗
駒
山
で
二

年
ぶ
り
に
山
開
き
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、国
道
３
９
８
号
も
全
線
通
行

可
能
に
な
る
な
ど
、岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
か
ら
の
復
興
が
着
実
に
進

ん
だ
一
年
で
し
た
。一
方
、二
月
に

発
生
し
た
チ
リ
沿
岸
地
震
に
よ
る

津
波
で
は
、養
殖
施
設
な
ど
に
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。被

災
者
の
皆
様
に
は
あ
ら
た
め
て
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
知
事
就
任
以
来
、「
富
県
宮

城
の
実
現
」を
目
指
し
て
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企
業
誘
致
に
取

り
組
み
、あ
わ
せ
て
、県
内
の
道
路

や
港
湾
な
ど
産
業
を
支
え
る
基
盤

整
備
を
進
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

多
く
の
製
造
業
及
び
関
連
企
業
の

立
地
が
決
定
し
ま
し
た
。県
内
の

雇
用
経
済
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
企
業
の
操
業
開
始
に

伴
っ
て
、雇
用
確
保
の
面
で
も
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。今

後
も
、県
民
の
皆
様
が
安
定
し
て

働
け
る
場
の
確
保
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。ま
た
、子
育

て
支
援
や
介
護
基
盤
の
整
備
を
始

め
、医
療
・
福
祉
や
教
育
な
ど
の
施

策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

宮
城
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守

り
、ま
た
、地
球
環
境
問
題
に
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
、

宮
城
で
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
す

べ
て
の
県
民
の
責
務
で
す
。昨
年

の
県
議
会
二
月
定
例
会
で
お
認
め

い
た
だ
い
た
「
み
や
ぎ
環
境
税
」を

財
源
に
、今
年
四
月
か
ら
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
普
及
促
進

な
ど
の
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
対

策
や
、二
酸
化
炭
素
吸
収
源
確
保

の
た
め
の
森
林
機
能
強
化
を
は
じ

め
と
す
る
環
境
施
策
に
、一
層
手

厚
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
に
「
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
、育
っ
て
よ
か
っ
た
、住
ん

で
よ
か
っ
た
」と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
宮
城
県
を
構
築
し
て
い
く
た

め
、「
富
県
」の
芽
を
大
き
く
育
て
、

豊
か
な
実
り
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、皆
様
方
の
一
層
の
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。年

頭
に
当
た
り
、皆
様
方
の
御

健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

原
点
に
立
ち
返
り
、
新
し
い
第
一
歩
を

「
富
県
」
の
芽
を
大
き
く
育
て

豊
か
な
実
り
に
つ
な
げ
る
年
に
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ン
ド
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
並
行
し
て
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
「
お
と
う

ふ
入
り
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
や
「
ひ

ま
わ
り
味
噌
」と
い
っ
た
商
品
を
、

二
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
国
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
へ

の
見
本
市
「
第
八
回
グ
ル
メ
＆
ダ

イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ー
」
に

出
展
し
、
感
度
の
高
い
バ
イ
ヤ
ー

と
の
商
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
ブ
ラ
ン
ド
認

定
基
準
の
策
定
や
販
路

開
拓
支
援
を
実
施
し
、

「
お
お
さ
き
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
と
開
発
商
品
の

販
売
拡
大
に
向
け
て
、

継
続
的
に
取
組
ん
で
い

く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

た
。ま

た
、
素
材
が
育
ま
れ
た
環
境

を
知
っ
て
貰
う
た
め
、
消
費
者
や

バ
イ
ヤ
ー
を
対
象
と
し
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
大
崎
の

魅
力
の
周
知
と
「
お
お
さ
き
ブ
ラ

◎
会
長
さ
ん
の
ご
商
売
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

祖
父
が
明
治
四
十
五
年
に
米
・

味
噌
等
の
食
料
品
や
酒
の
販
売
を

始
め
て
か
ら
、
私
で
三
代
目
に
な

り
創
業
百
年
を
超
え
ま
し
た
。
父

が
会
社
を
設
立
し
た
昭
和
三
十
七

年
に
専
務
取
締
役
と
し
て
、
昭
和

四
十
九
年
か
ら
は
代
表
取
締
役
を

務
め
て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
半
ば
頃
か
ら
マ
イ

ホ
ー
ム
建
築
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
建

築
資
材
や
住
宅
機
器
の
販
売
を
手

掛
け
な
が
ら
幅
広
く
事
業
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
疲
弊
す
る
地
域

社
会
に
お
い
て
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
住

民
に
不
便
を
か
け
な
い
た
め
に
も

頑
張
っ
て
経
営
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
地
域
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
衰
退

と
比
例
し
て
、
商
業
は
登
米
市
郊

外
は
も
と
よ
り
、
三
陸
縦
貫
自
動

「
地
域
特
性
を
生
か
し
た

新
た
な
連
携
事
業
を
」

登
米
み
な
み
商
工
会

会
長
　
吉
田
　
末
男
　
氏

車
道
の
整
備
に
よ
っ
て
石
巻
市
の

大
型
店
へ
の
流
出
が
顕
著
で
、
中

心
商
店
街
に
お
い
て
経
営
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
難
と
相
ま
っ
て
商

店
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

工
業
は
、
本
会
地
区
に
あ
る
豊

里
町
平
林
工
業
団
地
で
は
、
最
近

の
急
激
な
円
高
や
原
材
料
・
資
源

の
高
騰
等
に
よ
り
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
高
付

加
価
値
製
品
の
生
産
へ
の
転
換
等

で
雇
用
を
堅
持
し
て
お
り
ま
す
。

◎
商
工
会
が
取
組
む
事
業
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

平
成
十
九
年
度
か
ら
三
年
間
、

地
域
食
材
を
活
用
し
て
「
お
お
さ

き
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
す
る
た
め

の
事
業
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

大
崎
地
区
は
古
く
か
ら
米
ど
こ

ろ
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、

食
生
活
の
変
化
に
よ
り
大
豆
が
多

く
転
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
国
的
に
有
名
な
宮
城
の
大
豆
ミ

ヤ
ギ
シ
ロ
メ
に
着
目
し
ま
し
た
。

専
門
家
か
ら
食
材
の
特
徴
を
生

か
す
方
法
や
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
流

行
に
関
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、味
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、ネ
ー

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
何
度
も
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
、
市

場
性
の
高
い
安
心
安
全
で
自
然
派

志
向
の
商
品
開
発
に
努
め
ま
し

平
成
十
七
年
四
月
に
、
登
米
市

の
米
山
町
・
南
方
町
・
豊
里
町
の

三
商
工
会
が
合
併
し
て
か
ら
五
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
ま
で
主

に
支
部
中
心
の
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
豊
里
の
青
年
部
が
立

ち
上
げ
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
＆

ね
ぷ
た
」
が
今
や
登
米
市
を
代
表

す
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
し
た

よ
う
に
、
商
工
会
が
中
心
と
な
っ

て
三
町
に
あ
る
「
道
の
駅
」
や
直

売
所
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
そ
の

地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で
新
た
な

事
業
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
お
お
さ
き
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
へ

地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

大
崎
商
工
会

大盛況だった昨年の「YOSAKOI＆ねぷたinとよさと」

賑わいを見せる「グルメ＆ダイニングスタイルショー」

開
発
し
た
お
と
う
ふ
入
り
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
（
上
）
と

ひ
ま
わ
り
味
噌

商工会事業の
紹介
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商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念

式
典
が
、
十
月
二
十
九
日
ホ
テ
ル

仙
台
プ
ラ
ザ
で
、
豊
國
浩
治
東
北

経
済
産
業
局
長
、
村
井
嘉
浩
宮
城

県
知
事
、
畠
山
和
純
宮
城
県
議
会

議
長
（
代
理
・
小
野
隆
宮
城
県
議

会
副
議
長
）、
奥
山
恵
美
子
仙
台

市
長
（
代
理
・
渡
邊
晃
仙
台
市
経

済
局
長
）、
橋
本
清
仁
衆
議
院
議

員
、
熊
谷
大
参
議
院
議
員
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
の
方
々
多
数
を
来

賓
に
迎
え
、
県
下
三
十
五
商
工
会

関
係
者
約
百
六
十
名
参
加
の
も
と

盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

天
野
会
長

は
「
昭
和
三

十
五
年
に
商

工
会
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
半
世

紀
に
亘
っ
て
、
地
域
唯
一
の
総
合
経

済
団
体
と
し
て
経
営
改
善
普
及
事

業
、
地
域
振
興
事
業
と
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
と
し
て
の
使
命
を
果

た
し
て
き
た
が
、
商
工
会
法
施
行

五
十
周
年
を
機
に
原
点
に
立
ち
返

り
、
新
た
な
期
待
と
役
割
の
も
と

に
、
中
小
企
業
の
力
強
い
躍
進
と

商
工
会
の
地
域
経
済
社
会
に
果
た

す
役
割
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

更
な
る
商
工
会
事
業
の
拡
充
強
化

に
邁
進
す
る
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

大勢の出席者の前で式辞を述べる天野会長

代表して東北経済産業局長表彰を受け
る髙橋登米中央商工会長

講演する大山社長

新
た
な
五
十
年
に
向
け
て
更
な
る
飛
躍
を
！

︱
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
︱

続
い
て
、
作
間
県
青
連
会
長
が

新
た
な
五
十
年
に
向
け
て
、中
小
・

小
規
模
企
業
の
発
展
と
地
域
の
繁

栄
の
た
め
の
商
工
会
宣
言
を
力
強

く
行
っ
た
。

記
念
表
彰
で
は
、
東
北
経
済
産

業
局
長
表
彰
（
二
団
体
・
十
五

名
）、
宮
城
県
知
事
表
彰
（
四
団

体
・
百
五
十
三
名
）、
宮
城
県
商

工
会
連
合
会
長
表
彰（
十
五
団
体
・

二
百
十
四
名
）
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
受
賞
代
表
者
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
後
、
髙
橋
登
米
中
央
商
工

会
長
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞

を
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ

マ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
大
山
健

太
郎
氏
よ
り
「
ピ
ン
チ
は
ビ
ッ
グ

チ
ャ
ン
ス
〜
メ
ー
カ
ー
ベ
ン
ダ
ー

の
革
新
〜
」
と
題
し
て
記
念
講
演

会
が
行
わ
れ
、
大
山
社
長
は
「
不

況
下
で
も
利
益
の
出
せ
る
会
社
に

な
る
に
は
、
お
客
様
目
線
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
徹
底
し
て
貫
く

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
発
想
に
よ
る
商
品

開
発
と
過
去
の
常
識
に
捉
わ
れ
な

い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」と
熱
く
語
っ
た
。

出
席
者
一
同
は
、
厳
し
い
経
営

環
境
を
脱
却
し
地
域
経
済
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
も
、
商
工
会
の
更

な
る
飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

商工会法施行５０周年記念
中小・小規模企業の発展と地域の繁栄のための

商　工　会　宣　言
商工会は、商工会法施行以来半世紀に亘り地域商工業の総
合的な改善発達を図るとともに、経営改善普及事業を通して地場
企業の育成・支援に努めてきた。
また、過疎化・少子高齢化等が顕在化していく地域社会の主
役として、地域コミュニティ及び住民生活の安定に貢献するととも
に地域文化の継承等に重要な役割を果たしてきた。
今年度、記念すべき商工会法施行５０周年を契機とし、使命で

ある地場企業の事業継続・発展と疲弊した地域経済の蘇生並び
に健全な地域社会の維持・貢献のため、本会並びに県下商工会
が一体となり次の事項を強力に推進することをここに宣言する。

記

１ ．経営支援サービスの強化
中小・小規模企業の身近な相談相手として、巡回訪問を
徹底強化し、地域密着型経営支援サービスを提供する。

１ ．次世代社会を捉えた経営革新の支援
来るべき少子高齢社会、低炭素社会などの変化を捉えた、
創業・経営革新の取り組みを支援する。

１ ．特産品等のブランド化の推進
農商工連携に取り組み、地域資源を活用した特産品等の

ブランド化を推進する。

１ ．地域コミュニティ活動の推進
地域の抱える問題・課題の解決に取り組むため、地域コミュ

ニティ活動を推進する。

１ ．人財育成の推進
人財の育成を図り、地域の環境変化への対応と地域活性
化を推進する。

　　　　平成22年10月29日
宮城県商工会連合会
県 下 3 5 商 工 会

−祝  旭日双光章  受章−

心よりお慶び申し上げます。
18年間に亘る商工会長とし

て活躍された功績による。

千
葉
　
三
男
　
氏

（
宮
城
県
商
工
会　
　

連
合
会
副
会
長
）

（
東
松
島
市
商
工
会
長
）
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商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念

式
典
が
十
一
月
二
十
六
日
、東
京
・

日
本
武
道
館
で
、
天
皇
陛
下
・
皇

后
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
全
国

各
地
よ
り
商
工
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
役
員
、
青
年
部
長
、
女
性
部

長
等
約
九
千
名
が
一
堂
に
会
し
、

盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

石
澤
全
国
連
会
長
の
式
辞
の

後
、
天
皇
陛
下
よ
り
、
永
年
に
亘

り
経
営
改
善
普
及
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
功
績
を
称
え
る
お
言
葉

を
賜
り
、
菅
直

人
内
閣
総
理
大

臣
（
代
理
・
古

川
元
久
官
房
副

長
官
）、
大
畠

章
宏
経
済
産
業

大
臣
（
代
理
・

池
田
元
久
経
済

産
業
副
大
臣
）

が
祝
辞
を
述
べ

た
。引

き
続
き
商

工
会
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
、

そ
の
中
で
宮
本

全
青
連
会
長

が
、
小
規
模
事

業
者
の
実
情
を

訴
え
な
が
ら
力

強
く
意
見
表
明

を
行
い
、
末
武

全
女
性
連
会
長
が
大
会
決
議
文
を

読
み
上
げ
、
以
下
の
三
項
目
が
大

会
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

な
お
、
本
会
か
ら
は
天
野
会
長

を
は
じ
め
百
三
十
名
が
参
加
し

た
。一

．
景
気
対
策
の
実
行
、中
小
・

小
規
模
企
業
対
策
の
拡
充

一
．
生
活
の
場
と
し
て
地
方
の

活
力
の
再
生

一
．
巡
回
訪
問
の
強
化
等
に
よ

る
会
員
満
足
度
の
向
上

十
一
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九

日
の
三
日
間
、
東
京
・
池
袋
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
お
い
て
「
地

域
力
宣
言
２
０
１
０
ニ
ッ
ポ
ン
全

国
物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国

三
百
五
十
七
の
事
業
所
が
出
展
、

期
間
中
十
五
万
人
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。

会
場
に
は
全
国
の
地
域
資
源
等

を
活
用
し
て
開
発
さ
れ
た
特
産
品

を
中
心
に
、
各
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
産
品
が
一
堂
に
集
合

し
、
本
県
か
ら
は
、
全
国
展
開
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
て
開
発
さ
れ

た
商
品
を
中
心
に
八
事
業
所
が
出

展
、
生
鮮
品
や
海
産
物
、
飲
料
・

菓
子
類
な
ど
を
宮
城
の
ブ
ラ
ン
ド

商
品
と
し
て
販
売
し
、
多
く
の
来

場
者
か
ら
好
評
を
得
た
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
「
全
国

ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が

設
け
ら
れ
、
各
事
業
者
が
持
ち

寄
っ
た
地
元
の
自
慢
の
お
や
つ
を

披
露
す
る
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
各
地
域
の
魅
力

あ
る
祭
を
紹
介
す
る
「
地
域
力
宣

言
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ　

Ｐ
Ｏ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
」
や
「
に
ほ
ん
の
う

た
」
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ

た
。

厳かに挙行される式典

参加者に手を振る天皇・皇后両陛下

大盛況だった宮城県の販売ブース

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
！

〜「
地
域
力
宣
言
２
０
１
０
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展

ｉｎ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
」〜

全
国
百
十
万
会
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集

疲
弊
す
る
地
域
に
夢
を
！！

︱
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
・
商
工
会
全
国
大
会
︱
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最
近
の
新
聞
紙
上
で
は
、
企
業

の
業
況
判
断
は
改
善
し
て
い
る
と

の
記
事
を
目
に
し
ま
す
が
、
地
方

の
中
小
・
小
規
模
企
業
の
支
援
に

日
々
奔
走
し
て
い
る
私
た
ち
職
員

に
と
っ
て
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

経
営
環
境
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

個
々
の
発
展
は
も
と
よ
り
地
域

の
発
展
も
、
商
工
会
事
業
に
お
い

て
両
輪
を
な
す
重
要
な
要
素
で
す

が
、
後
者
に
つ
い
て
今
年
度
取
り

組
ん
だ
補
助
事
業
の
一
例
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
商
工
会
で
は
、
平
成
二
十
一

年
度
よ
り
県
の
市
町
村
振
興
総
合

補
助
金
を
活
用
し
「
活
力
あ
る
街

づ
く
り
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

当
事
業
は
①
商
店
街
活
性
化
②

地
場
産
品
開
発
・
育
成
③
暮
ら
し

の
安
心
・
安
全
・
エ
コ
推
進
の
三

本
立
て
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
中
で
私
が
担
当
し
た
「
地
場
産

品
開
発
・
育
成
事
業
」
は
、
地
産

地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
地
場
産

の
新
鮮
で
豊
富
な
魚
介
類
の
付
加

価
値
を
更
に
高
め
る
た
め
新
商
品

を
開
発
し
、
新
た
な
名
物
料
理
と

し
て
提
供
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

奥
松
島
産
牡
蠣
を
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
ん
だ
各
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

創
作
鍋
を
「
海
ぞ
く
鍋
」
と
称
し
、

市
内
飲
食
店
に
て
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
試
行

錯
誤
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、
実

際
に
店
頭
に
新
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

提
供
さ
れ
た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と

し
お
で
し
た
。

最
近
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
や
口
コ

ミ
に
よ
り
徐
々
に
認
知
度
も
高

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
ブ

ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
を
活
用
し

て
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
を
担
当
し
た
こ
と

で
、
地
域
が
有
す
る
資
源
（
豊
か

な
自
然
、
伝
統
的
な
歴
史
・
文
化
）

を
最
大
限
に
活
か
し
、「
活
力
あ

る
街
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
ま
ず
そ
の
地
域
の
こ
と

を
よ
く
把
握
し
、
そ
し
て
何
よ
り

会
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

「地域資源で特産品開発！
〜活力ある街づくり〜」

東松島市商工会
主任主査
　佐々木　公　一

日本政策金融公庫仙台支店 国民生活事業
店舗移転のお知らせ

日本政策金融公庫仙台支店国民生活事業は、平成
23年2月に下記の通り店舗を移転することになり
ました。
お客さまには、何かとご不便をおかけいたします
が、ご理解賜りますようお願い申しあげます。

〈新店舗の所在地〉
　　仙台市青葉区中央1丁目6番35号
　　　　　　　　　　　東京建物仙台ビル9階
〈移　　転　　日〉
　　平成23年2月14日（月）

新店舗（平成23年2月14日～）
東京建物仙台ビル9F
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地域別最低賃金 時間額 効力発生日
宮城県最低賃金 674円 平成22年10月24日

宮城県産業別最低賃金 時間額 効力発生日
鉄鋼業 780円 平成22年12月15日
電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

743円 平成22年12月15日

自動車小売業 746円 平成22年12月15日
平成22年度の宮城県最低賃金は、それぞれ上記の金額に引上げとなりました。
詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（電話022-299-8841）又は、最寄りの労働基準監督署
まで、お問い合わせください。

必ずチェック　最低賃金！

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました

米トレーサビリティ法が平成２２年１０月からスタートしました！

【取引等の記録の作成・保存】
＜平成22年10月1日施行＞
○伝票等の受領・発行
「米」「米加工品」を入荷・出荷する際には、伝票
等を受領・発行してください。
○伝票等（帳簿でも可）は3年間保存
受領した伝票等、発行した伝票等の控えは、3年
間保存してください。

【産地情報の伝達】＜平成23年7月1日施行＞
○「米」「米加工品」を出荷する際には、原料米の
産地を取引相手に伝えてください。
○一般消費者向け商品を製造する際は、容器・包装
に原料米の産地を記載してください。

○「ご飯」を提供する際には、「お米」の「産地」
を消費者へ伝えてください。

【罰則規定】
○伝票等を保存していなかった等の義務違反があっ
た場合は、罰則規定（50万円以下の罰金）が適用
になります。

お問合わせ

東北農政局食糧部消費流通課
　 T E L ： 0 2 2 − 2 3 6 − 6 6 6 1 ㈹

「米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律」（米トレーサビリティ法）が平成22年
10月1日に施行されたことから、米・米加工品に関わる事業者の方は、以下の取り組みを行わなければなら
ないことになります。

商工会
が

お勧め
する

自主記帳ネットde記帳

詳しくは最寄りの商工会までお問い合わせください。

今年も手書きですか？
インターネットでできる
中小企業会計システム ネットde記帳ネットde記帳ネットde記帳
・インターネット環境及びパソコンがあ
ればお申し込み後すぐにご利用いただ
けます。インストールや導入設定は不
要です。

すぐに使えます！
・伝票処理や操作方法等、システム・会計
全般に関することを、商工会がしっかり
手厚くサポートします。セキュリティー
も万全です。

初めてでも安心！
・日々の会計処理等を行うだけで、通常帳
票に加え、青色申告決算書、も出力でき
ます。

日々の入力で税務書類まで作成！
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五
十
周
年
は
新
た
な
出
発
！

次
の
五
十
年
に
向
け
行
動
を

―
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
全
国
大
会
―

安い掛金で大きな安心

お問い合わせ　お申し込みは あるいは直接 宮城県火災共済協同組合もよりの商工会 へ TEL0222（263）1265　FAX022（267）2878

火
災
共
済

自
動
車
共
済

医
療
総
合
共
済

休
業
補
償
共
済

各
種
共
済

そ
の
他

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
全
国

大
会
が
十
一
月
二
十
五
日
、
東
京

渋
谷
の
Ｃ
．
Ｃ
．
Ｌ
ｅ
ｍ
ｏ
ｎ

本
県
女
性
部
正
副
部
長
等

二
十
九
名
を
含
む
全
国
か
ら
約

三
千
三
百
名
の
商
工
会
女
性
部
員

が
一
堂
に
会
し
、
商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
が
「
創
ろ
う
！
科
学
の

力
で
未
来
へ
の
か
け
橋
を
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
か
ら
」
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
茨
城
県
つ
く
ば
市

で
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
で
は
、
全
国
各
地
で
ブ

ホ
ー
ル
で
、
全
国
各
地
よ
り
本

県
二
十
六
名
を
含
む
青
年
部
員

二
千
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。本

年
度
は
、
翌
日
開
催
さ
れ
る

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
式

典
に
も
参
加
す
る
た
め
、
今
回
は

内
容
を
一
部
変
更
し
て
主
張
発
表

大
会
の
み
開
催
す
る
運
び
と
な
っ

た
。記

念
す
べ
き
年
の
最
優
秀
賞
に

は
、
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
ホ
タ
ル
舟
の
運
営

ロ
ッ
ク
大
会
の
激
戦
を
勝
ち
進
ん

だ
六
名
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が

行
わ
れ
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の

高
田
美
知
子
さ
ん
（
茨
城
県
つ
く

ば
市
商
工
会
女
性
部
）
が
、
筑
波

山
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、「
星

を
見
る
会
」
を
計
画
し
、
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
の
夜
間
運
行
を
女
性
部
と

し
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
だ
活

動
に
つ
い
て
発
表
し
、
見
事
最
優

に
か
け
る
思
い
を
発
表
し
た
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
伊
藤

孝
之
さ
ん
（
山
口
県
下
関
市
商
工

会
）
が
輝
い
た
。

ま
た
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
の

功
績
を
称
え
、
本
県
か
ら
く
ろ
か

わ
商
工
会
副
部
長
の
松
川
利
守

氏
、
栗
駒
鶯
沢
商
工
会
前
部
長
の

佐
々
木
康
弘
氏
の
二
名
が
表
彰
さ

れ
た
。

最
後
に
、
特
別
な
大
会
の
締
め
括

り
と
し
て
、
五
十
周
年
を
期
に
新
た

な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
位
置
付
け
、

次
世
代
へ
の
誓
い
を
言
葉
に
し
た
大

会
エ
ピ
ロ
ー
グ
『
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ　
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｔ
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
』
を
参
加
者
全
員
で
力
強
く
合
唱

し
た
。

秀
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

第
二
部
の
基
調
講
演
で
は
、「
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
で
豊
か
な
未
来
を
開

拓
〜
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
は

こ
こ
ま
で
き
た
〜
」
と
題
し

て
、
㈱独
産
業
技
術
総
合
研
究

所
知
能
シ
ス
テ
ム
研
究
部

門
の
横
井
一
仁
副
研
究
部

門
長
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の

過
去
と
現
在
未
来
に
関
す

る
研
究
状
況
や
、
今
後
の
国

民
生
活
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ

ト
の
果
た
す
役
割
等
に
つ

い
て
熱
く
語
っ
た
。

来
年
度
は
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
が
当
番
と
な
り
、
富
山
県
富
山

市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
十
月
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

女
性
の
力
で
地
域
に
元
気
を

―
第
十
二
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
い
ば
ら
き
―

大勢の参加者で埋め尽くされた会場

挨拶する宮本全青連会長

全国の都道府県青連会長の先導による大合唱
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